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 本研究の目的は、信州の日本酒造りを通して形成された歴史的社会的ネットワークを、今日

の人々の日常的な暮らし（家庭生活・社会活動・経済活動）のなかで再定義することによって、

持続可能な社会システムの可能性を考えることにある。近世の酒造りと街道によって促された

交易圏、杜氏の役割と酒の地域性、行政（国家）による酒の生産管理と文化的統合など、多層

的な関係性のなかから「酒造り」が有する社会的意味を抽出し、それと今日の人々の暮らしと

の接合点を見出す。 

 具体的な対象地（者）は、千国街道の大町市の蔵元と小売店、飲食店、小谷村（杜氏）、松

本市（蔵元）、木曽川流域圏の中山道の木祖村（蔵元や伝統行事従事者）である。宿場町であ

った調査対象地が、現在どのようなネットワーク（経済的、人的、文化的）を維持しているの

か、一方で、どのようなネットワークが何によって分断されてきたのかを整理する。また、近

世のコメの生産高、酒の生産量に関する資料を収集している。信州は複数の街道に多数の宿場

が設けられたことにより小規模な蔵元が多く存在する。そして、これらの街道によって 4 つの

文化圏（北信・中信・東信・南信）が形成され、それぞれの地域性を有して酒造りがおこなわ

れている。2016 年度は、東信、南信の宿場・蔵元の巡見もおこない、信州の「地域性」に関

する知見を深めた。 
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 信州には多くの街道が通る。中山道や北国街道、甲州街道、善光寺の参詣者が通る北国西街

道（善光寺街道）、海のない信州に塩を送る千国街道や飯田街道などがある。江戸時代には上

方をはじめ各所で酒蔵が誕生しはじめる。信州でも当初は城下町に見られた酒蔵が、やがて宿

場町、ついでその背後の村に展開していった（吉田元『江戸の酒』）。創設を一七世紀まで遡る

蔵元は長野県全体で一一蔵あり、うち中山道沿いに五蔵が現存し、以降創設された一二蔵とあ

わせて一七蔵がある。長野県全体で八一蔵のうち五分の一が中山道沿いにあることは、酒の製

造販売や運搬にとって街道沿いの立地が蔵元に有利だったことを示す。 

 木祖村にある藪原宿は、中山道木曽一一宿のひとつ、大名の宿泊がもっとも多かったという。

西国諸大名が泊まり、東西の使者や多様な旅人が行き交い、他地域の風習や生活様式が取りこ

まれていった（宮田敏著・服部良男校注『岨俗一隅』）。木曽の名産となる木櫛の生産が増える

につれ、その職人として他国からの移住者が増えていく。延宝二年（一六七四年）に八八五人

だった人口が万延元年（一八六〇年）には約二倍の一六六四人となる（木祖村教育委員会『木

曽のお六櫛』）。藪原宿のような商工業に重きを置く街場に、「小都市」という名称をあてる。

宿場の交流が拡大することで藪原でも酒の需要が高まり、天明八年（一七八八年）の『木曽谷

酒屋酒株書上』によれば六軒の酒屋があった。彼らは、酒造業とともに米穀や木櫛、雑貨を扱

い、藪原宿の経済を支えていた。二代目九郎右衛門（現在の湯川酒造）が酒屋を始めて以来、

一四代まで襲名され、代々、藪原の名士として経済・政治・文化・教育などに幅広く尽力して

きた（『木祖村誌 源流の村の歴史（上）』）。 

 酒造りは、歴史・文化・風土・制度・経済などとの相互関係を保ちつつ、現在に引き継がれ

ている。街道沿いの文化圏に、いわば「宿場の系」とでもいうべき相互関係のシステムを見出

すことができる。 

杉藤重信・谷口功、「街道と酒から「宿場の系」を考える」、季刊『民族学』159 号、2017、56-60、

千里文化財団 

 

 

 

 

 

 

 

 


